
 

 

 

 

 

厳しい暑さもやっと落ち着き、過ごしやすい季節になりました。 

夏の疲れや季節の変わり目ということもあり、９月は体調を崩し、 

保健室で休養する人、早退する人が多くみられました。規則正しい 

生活を心がけ、体調管理に気をつけましょう。 

朝晩や天気の悪い日は、肌寒い日もあります。下着や上着で 

体温調節して、冷えないように注意しましょう。また感染症対策も 

引き続き行いましょう。マスク忘れや手洗いなど、気が緩んできていませんか？これから風邪やインフルエ

ンザなどの感染症も流行り始めます。手洗い・うがい・マスク・食事・睡眠など意識して生活しましょう！！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

保健だより
鶴ヶ島清風高等学校 保健室 １０月号

２，１０、５

 

今年は臨時休校等の関係で健康診断が 

予定通りには実施できていません。 

現時点で、終わったもの、決定しているものは 

以下の通りです。 

１年○済・心電図検査・X線検査・色覚検査・耳鼻科健診 

＊身体測定（１１月１２日） 

２年 ＊身体測定（１０月２９日） 

３年 ＊身体測定（１１月１９日） 

全年次○済・尿検査・眼科健診 

＊内科健診（９月２８・２９・３０日 

１０月７・９・１２日） 

  結果は異常があった場合のみ該当者に配布しています。 

     精密検査、治療が必要な場合は早めに受診を 

お願いします。 

健康診断について 

9月は体調不良者だけでなく、ケガをする人もとても多かったです。 

太ももの痛み・背中の痛み・ふくらはぎの痛み・ねんざ・すり傷など。 

痛めてすぐ保健室で応急手当てをする人もいれば、放置してしまう人も

いるようです。 

素早く応急手当てをすることで、回復が早くなることもありますので、

正しい応急手当てをするようにしましょう。 

また、医療機関を受診した場合、スポーツ振興センターに加入してい

ますので、医療費請求（医療費が戻ってきます）ができます。治療終了

までの窓口での支払いが、１５００円以上なら請求可能です。医療機関

の領収書は要りません。保健室に必要な書類はそろっています。 

コンタクトレンズ

をしている時、眼

の調子が悪くなっ

てしまっても、コン

タクト容器がない・

眼鏡がないという

人がいます。容

器・眼鏡は持ち歩

き、調子が悪い

時はすぐに外せる

ようにしておきまし

ょう。忘れてしま

った時は、保健

室に保存液・容

器があるのできて

ください。 



 

病気やケガの治療などで大切な役割を果たす「薬」。しかし、薬は効き目（効能・効果）だけで 

なく、副作用という「リスク」も併せ持っています。重い症状では死に至ることも。そこで、薬を 

安心して使うためには、薬に関するリスク、正しい使い方や保管方法を知ることが大切です。 

 

 

 「症状が治まったら、もう薬を飲まなくても良い？」「 薬は嫌いだから、１日だけ飲んでやめ

ちゃった！」「家族と同じ症状だからもらって飲んでます。」「私の薬○○ちゃんにあげるよ！」 

処方された薬はその時に飲み切るようにしましょう。その理由は以下の3 つです。 

ȋƲ₡ρ ǯǞǭӣ₉ǒȐ ǜȓǭǋȒḹֻǶǚǵ ȑǮǶǉȑȅǢȚƳ 

 1. 耐性菌の出現など、自己判断による中止は思わぬ健康被害を招く可能性が高い 

特に、抗生物質を自己判断で中止することは絶対にやめてください。抗生物質を中途半端に使うと、

薬が効かない“耐性菌”を生み、次から薬で治療できなくなってしまう恐れがあります。 

 また、こうした“耐性菌”が周りの人にも伝染した場合、自分だけでなく家族や友人        

など周りの人たちも、薬が効きにくい菌の被害を受けることになります。 

 たとえ元気になっても、処方された抗生物質は最後まで飲み切るようにしてください。 

2. 薬で“治まっている”症状は、薬を止めるとぶり返してしまう 

 いま薬が効いているから、“症状が治まった”と思えている可能性があります。           

その場合、薬を止めるとぶり返してしまうことになります。 

 水虫治療やアレルギー治療では特に、少し良くなったからと治療を自己判断で          

止めてしまう傾向があり、結果的に治療が長引いてしまうことになります。 

 必ず、医師から「これで治療は終わりで OK」と言ってもらえるまで、薬を続けるようにしましょう。 

3. 残った薬を、自己判断で次の機会に使うことは危険 

 「次、同じような症状になったときに使おう」と、薬を保管しておく人もいるようですが、

お勧めはできません。同じような症状であっても、原因が全く異なることもあります。ひとこ

とに“頭痛”や“腹痛”、“痒み”と言っても原因は様々で、使う薬は全く異なります。間違

った薬を使うと効果がないばかりか、逆効果になる恐れもあります。 

 また、医師の指示外で薬を使っておきた副作用については、「医薬品           

副作用被害救済制度」の対象外となる恐れもあります。自己判断で薬を           

選ぶことは危険ですので、やめましょう。また親切心で友達に薬を             

あげて、アレルギー症状等が起こってしまっては大変です。薬の貸し借りもやめましょう。 

Fizz Drug Information  

 

 

  

 

擦り傷や切り傷は、きれいに洗ってお
けば、自然に治ります。 
風邪は、消化のよいものを食べて、
温かくして休養すれば治ります。 
このような怪我や病気を治す力『自
然治癒力』は、誰にでもあるのです。 

怪我や病気を治すのはからだの

『自然治癒力』。 

薬は、その力を補助するものです。 

保健室で時々耳にします 

http://blog.livedoor.jp/fizz_di/archives/1023943974.html
http://blog.livedoor.jp/fizz_di/archives/1023943974.html
http://blog.livedoor.jp/fizz_di/archives/1028478653.html
http://blog.livedoor.jp/fizz_di/archives/1016389224.html
http://blog.livedoor.jp/fizz_di/archives/1009757440.html
http://blog.livedoor.jp/fizz_di/archives/1024587376.html
http://blog.livedoor.jp/fizz_di/archives/1024587376.html

